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分子機能研究部門 高分子活性分野
(Departm ent of Molecular Fun ction, Division of M olec ロ1a rBiolog yand Ther apeutics)
科学技術振興研究員と して , 理イヒ学研究所か ら影山亜
紀子が平成14年1月1日付 けで , ま た熊本大学医学か ら
小野木利成が5月1日付けで採周され , 高分子活性分野
の研究に参加した. -
平成14年3月13日から22日ま で , 三上は エ ジ プ ト政府
の招聴で エ ジ プ ト の Ain Sha m s大学 を訪問し, 高分子
活性分野で 2年間P b D取得の た め に 研究を行い 帰国し
た同大学の 微生物学部の SherifM oha med Zaki貴師の
学位審査会に 出席 した . 三 上は, ブ ラ ジ ル の サ ン パ ウ
ロ 州 の 感染症学会の招待で , Ca皿Pin as 大学 の M aria
lJuiza M Br a mchini教授の 組織した シ ン ポ ジ ウ ム に参加
し て病原真薗の分子疫学的な研究成果に つ い て発表した,
文部科学省の科学技術振興調整費 ｢病原其菌 ･ 放線菌
の遺伝資源の 国際的拠点形成の ため の基盤毛備+ が2年
目を迎え, 三上は分担課題 ｢病原兵薗 ･ 放線菌を適伝資
源とした医薬の開発+ の研究を継続して いる . 本研究費
に より , 高分子関係で は エ ジ プ ト国の ア イ ン シ ャ ム 大学
微生物学部の Sherif Moh& m ed Zaki講師が共同研究や
打ち合わ せ の ため, 平成14年4月19 日から29 日まで来日
した . また , タ イ 国 の 国立衛生 研究所 の 真菌部門の
Na ntha wan Mek ha研究員 (平成14年3月17 日- 24 日)
お よび Natteew a nPo o n wan 主任研究員 (平成14年12月
2 E] から12月9 日) が共同研究の打ち合わせ の ため来日
した . 矢沢 は タイ国の 国立衛生研究所に お い て病原性放
線菌 Noc aT･dia の 分類 ･ 同定および菌株の収集の打ち合
わせの ため平成14年2月19日か ら22日ま で出張した,
タイ国 の国立衛生研究所と高分子活性分野はこれま で
共同研究や研究者の交流を進めて きたが , タ イEglか ら の
要望に より, 部局間交流協定の 締結をする こと に なり,
平成14年タイ国の衛生研究所の上の組織である医科学局
の So m s o ng Rug po a局長が来 日 し て , 西村 セ ン タ - 良
と の 聞で 協定の調印が行われ た.
ブ ラ ジ ル 国 パ ラ ナ 州立 ロ ン ド リ ー ナ 大 学 の Eiko
Nakaga w alta n o教授は, Pa raeo ccldloide sbr a suie n si8
の 薬剤感受性に係わる共同研究の ため , 平成14年3月18
日 に釆E=1 し, 4月2日 に帰国した .
平成14年2月28日 , 三上は行政院衛生署予疾病管制局
の 隣家勇博士との共同研究の打ち合わせ のため に訪問し
た･ 滞在中に台湾交通大学の C hu m- Yen C hang 学長を
表敬訪問し , さ ら に生物科学 ･ 工 学部の Sien- TaiC hiu
教授との 共同研究の打ち合わせを行い , 3月2 日に帰国
した.
知花は, Candida albic a n Bゲ ノ ム マ ッ ピ ン グの 共同研
究打ち合わせの ため, 平成14年1月18 EIから 1月20 E]ま
で ア メ リ カ 合衆囲ミ ネ ソタ大学 へ 出張した｡ 宇野ほ,
Paraco c cidio desbT･a Sllie nsis の 免疫と薬剤感受性試験
の 共同研究の打ち合わせの ため, 平成14年10月 4日か ら
10月18日ま で ブ ラジ ル国 パ ラ ナ州立 ロ ン ド リ ー ナ大学 へ
出張した .
JSPS の 国費留学生の A hm ed MoBhe mlia nafy が ,
高分子分野の 外国人研究員として研究に参加 した .
大学院医学研究科の学生として飯田創拾が入学し, ま
た大学院自戯科学研究科の前期課程の学生であ っ た島野
泰陸が後期課程に進学した. 後期韓程3年次の勝 正和
は学位論文を塩出した . 大学院白銀科学研究科の 前期課
程に新たに谷口 ヒ ロ 子が入学して本分野の研究に参加し
た . 医学部の4年次の基礎配属とし て 3名の 学生を受 け
入れた.
研 究概要
1. 病原性放線菌の分類同定に関する研究
本邦お よびタイ国で臨床材料か ら分離した No ca rdia
株に つ い て , 今年度は主に16SrR N A遺伝子解析を進め
た結果, 本邦に お い て も No c a T･dia ps eudobr a sulen sis
お よび N. tT.a TWL)aleTLSis に よ る 感染症が存在する こと
を初めて 明らか に した. ま た , N . beLjinge nsis に よ る感
染症が , タ イ囲および本邦に お い て も存在する こと を報
告した. N . beLjiTLgeTu;is は土壌よりの分離菌で あり, こ
れま で感染例 の報告はなく, 今回8例の患者で 感染が観
察された ことより, 本菌種の病原性が確認さ れた . 臨床
分離株の遺伝子解析結果か ら, 本邦および タイ国か ら分
千葉大学 其薗医学研究セ ン タ ー 報告 第 6巻 2002 37
離した Noc ardia の菌株の中に , こ れま で に 報告の な い
Noc a rdia の 新薗種が存在する こ と が明 ら か に な り ,
そ の 詳細 を発表 した . ま た . 本菌種以外 に 3新菌種の
No c a T.dia の存在が示唆され , 現在投稿準備を進めて い
る .
2 . 病原徽生物の 生産する新規生物活性物質 の探索
No caT･dia brasLlieTLSis から
, 新た に マ ク ロ ラ イ.ド系 の
新規物質と sideropbore 系の新規物質を見出した . ま た,
他 の N. bT.a Silien sis の琉床分離株か ら の 活性物質 の探
索を継続して行 っ て おり, 抗真菌およぴ抗細菌活性 を示
す物質が得 られ, 現在構造解析が進んで い る . 前年 に報
告 した 日和見感染症 の 原 因薗 と し て も知 ら れ て い る
ChT･yS O SPOTiu Tn属 の真南から , 新た に 2種 の抗細菌性物
質を発見 して報告 した_
3 . 病原性放線菌の ゲ ノ ム 解析に つ い て
感染症研究所と高分子活性分野との共同で , 病原性 の
No c a T･dia の ゲノ ム解析が進行して いる .
4 , 真菌 の分類同定に関する研究
オ 1 - ス ト ラ リ ア シ ド ニ ー 大学 の W iela nd Meye r博
士と の共同で , 60株以上 の CTT PtO C OC CZLS n c o/OrTn a nS
va r. gat tii株の ITS領域の遺伝子解析を進 めて い るが ,
IT S領域の8塩基の違い により var. gattii を5遺伝子型
に分ける ことが可能である ことを明らか に報告 した . ま
た, そ の 8塩基の違い に より, va r. gattLl とv a r. gn Lbli
および var. neofoT･T na n Sも, 区別 で 善る ことを報告した.
s e roty pe A/D はIT Sの遺伝子領域が v aT1. n eOfo7･ m a n S
とv ar . g'7Lは の い ずれ の 遭伝子を持つ こ と を特異的な
新しい P C R プライ マ ー を考案する こ と に より証明する
ことが で きた .
5 . 真菌 の薬剤感受性の 研究
flIV プロ テ ア ー ゼ 阻害剤リ トナ ビ ル が 二 形性真南 に
抗菌徳性を示す ことを見出した ことか ら, リ ト ナ ビ ル に
対する各種真菌の薬剤感受性の特徴を検討した . リ ト ナ
ビ ル は , Histoplas m acapsulatu m, Bla sto TnyC eS de7
･-
m atitu is, Pa r a c o c cu ioide s br a silie n sis. PeTLicilliu m
Tn a T
L
neffei及びSpor ot hT･ix sche n chiiに対 し て 抗菌活性
を示 したが , CTandida atbica TL8, A spe rgllu sfwmigatu s,
CT31PtOCOC C u S ne OJoT･Tn a n Sな どに は観察されなか っ た .
ま た , 広義 の 二 形性 美園 と し て 扱 われ る Fon s eca e a
pedr o s oi, Ex ophiala deT
･
m atitidis 等 に も抗菌活性が見
られず, リ ト ナ ビ ル に対する真南の 感受性は二形性菌に
特異的で あ っ た . リ ト ナ ビ ル と 二形性真菌の 関係を作用
機序の面から検討する こと に より二形性真菌の新たな特
徴を明らか に する ことが で きるもの と考えられた .
6 . 真南の病原性に関する研究
CT･y PtO COCC u SneOforTn a nSの模的臓器は ,･脳と肺であ
る ことが知られ ており, 一 般 に脳 に より強い親和性を示
すか, 脳と肺の両方に親和性を持 つ もの も多い . 感染実
験の 研究中に 肺に , 特異的に親和性を持 っ C. n eofor-
m a n sIF M 4887を見出した . 本菌 は , 他 の C. n e ofo r-
m a TWと比較し て特徴的な性状 ･ 性質 は示さ な い が , 肺
に対し て浸襲性が強く, 脳に比 べ て高率に菌の分布が 見
られた . 本菌は, 肺 に特異 剛 こ親和性が ある こ とか ら全
身性の 感染によ っ て も脳に負担の 少な い肺 クリ プ ト コ ッ
ク ス 症の 実験 モ デ ル を作製するこ とが で きると考え られ
た.
7 . Candida alblc ans の 漣伝子発現に 関する網羅的研
究 (マ イ ク ロ ア レ イ解析)
D N Aマ イ ク ロ ア レ イ作製の ため の プ ロ ー プ と し て ,
米国St且nford大学およびM in ne s ota 大学が報告して い
る C.palbic a n 8の ゲノ ム 配列をもと に D N A プロ ー ブ を
PC R法で増幅した . プ ロ ー ブ D N A は主に薬剤耐性遺伝
子か ら構成さ れて おり当セ ン タ ー に 保存されて い る薬剤
耐性株の プ ロ フ ァ イ リ ン グを中心に革伝子の発現解析の
研究を進める予定で ある .
8 . α m dida albicaTLSに お けるゲノ ム シ ー ク エ ン ス の
完成に向けた研究
ス タ ン フ ォ ー ド大学 に お い て C. albica ns ホ ー ル ゲ ノ
ム シ ョ ッ ト ガ ン シ ー ク エ ン ス プ ロ ジ ェ ク ト (http ://
w ww -8 eqlユe n C e. Sta nfo rd.edu/)が行われ たが , C, albi-
ca n sが 2倍体で ある こと , 有性世代が見 つ か っ て い な い
こ と , 20kbもある反復配列があ る こ と , 更 に betero-
allele, heter oploidy など の た めゲ ノ ム が か 1j:り複雑で
ある . こ の た めゲ ノ ム (16 M bp) の10倍も シ ー ク エ ン ス
を読ん で い なが ら a s s e mbled s equ e n c e c o ntigs は270本
も残さ れたま ま で ある . 現在 これ ら の c ontigs の ギ ャ ッ
プ を埋 め る作業を行 っ て い る .
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9. Ca ndida albica ns に おけるゲノ ム機能解析
C. alblca n sの複雑なゲノ ム に対 し ハ イ ス ル ー プ ッ ト
で 遺伝子破壊ができる系の 開発を行 っ て い る . こ の系 の
開発目的は C. albic a nsの 全通伝子に つ い て マ ウ ス 感染
時に各遺伝子の発現制御が可能な組み換え体を構築 し,
cJalbie a nsの姐換え体と マ ウ ス の 両者 の ト ラ ン ス ク リ
プ ト ー ム を組み 合わ せ感染時に おける感染菌と宿主応答
の 遺伝子ネ ッ ト ワ ー ク の 解析を行う こと で ある.
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T hai AlDS patie nt a nd the othe r fr o m 且C hi-
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Agiaty pe(vi i). Bas ed o ntheIT Sr egion seque n ce
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and Chin e s epatie nt畠 in Japa n w e r efound to be
di日tinctfr o m Asia ty pe(i)in which eight T hai,
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Candua dublLn e n sis i8 a r e cently r ec ogniz ed
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5) Ita no E, N, Un o J, S8皿 O A, Yarita i(, K8m ei K,
Miyaji M, Nishim u r aE. M ika mi Y: Dete ction
of the gp43 ge ne and(1 - 3)- β-gluc an of Pa ,
-
a -
c occidioidesbrasule n sis in the blo od of e xperi-
m ental 1yinfe cted mic e. Jpn I Med Myco1 43: 29
-
35, 2002.
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co m pa redthe B en 8itivities ofa n e stedPCM m eth
-
od ford.etecting the g p43ge ne･and a co m m ercial
kitfo rdetecting(1- 3) - β-D-glllC am in th㊤ blood
of e xperim e ntally infected mice. Blood.B arnples
wer 8 C Ollected fr o m Tnic e at0(s oo nafterinoc11 a-
tio n), 6, 12, 24, 48, a nd72 hrs a nd 5, 7,10,14,17,
21, 24, 28 and 56days afterthe intrave n o tlS in -
o cll atio n of 106 yeast c ell畠 Of P. bT
･
a Suien 8is,
a nd w e re s epar ated into clots a ndplas m a. The(1
- 3) - β - D-gluc a ndete ctio n kit in the plas m a
Bhow edpositiv e r e actionsin s o m e sa mples witllin
7 days a nd 28and 56 day8 after infectio n白･
In c o ntr ast, the P C Rm ethod w a s m ore 8 en Si-
tive tha n the (1- 3) - β- D瑠hl Can dete ction kit
thr o ughout the observation period･ The clot
s am plesyielded m ores e nsitive P C R
- r e sults than
didthe plas m a S a mples. Altho ugh24 hr畠 i8 re-
quir ed for the I
'C R detection, it w a s co nfir m ed
to pr ovide a Tl a CCll r ate diagn osis of P C M･
6) N自.kai T, Un o I, Otom o 壬(, Ikeda F, Ta w a r aS,
Goto T, Ni 血1m ur a a, M iyaji M: In
vity of F K 463, a n o v el lipopeptide
age nt, against a v ariety of clinically
m olds. Chem other ap y48:78191, 2002.
The in vitr o antiftlngal a ctivity of
vitro acti-
antifu ngal
im porta nt
FK 463a -
gain st a v a riety of clinically I mporta nt Op POr
-
tu ni8tic m olds w a畠 C Om pa r ed witha mphotericin
ち,itr a conazole a ndfln con azoleby u sl ngthebr oth
mic rodillltio n method M 27-A specified by the
Natio n al Co m mitte e for Clinic al Labor atory
Starlda rds. F K 463e xhibited potent a ctivity a -
gain st AspergillzL S Species, which w a s Superior to
tho se of al 1other co mpo u nds teStCd. F K 463w a ョ
als o activ占 again st the dem atia c e o u sfungiClado -
spoT
.
iu mtrichoide8,Ex ophiala spLni/e r a,Fon s e c a e
pedr osoi and Ex ophiala deT
･
Tn atitidis e x c ept for
40 千葉大学 真菌医学研究 セ ン タ ー 報告 第6巷 2002
ce rtain clinic al is olates. Ho we ver, F K463 had no
a ctivity 喝ain8t Fus a riu m s ola ni, PsezLdallesheT
･ia
boy4ii. a ndthe Zy gOm yCeteS A b6idia co Tymbl/e r a,
Ctm ninghaTn ella elegan8, R hiz opus o T
.
yZa e, and
R hiz opzLS mlcr o spo T
･US VAT , rhtz opodi/o T･Tnls. T he白e
res ult8 S ug gest that FK463 ha spotential utility
fo rthe tr e atm entfor infectio n 畠 C a u Sed by Aspe r-
gulu s Speciesa nd de m atia c e o u sfu ngi･
7) Ne m oto A, Hoshin o Y, Yaz a w a. Ando A, M i-
ka mi Y, Kqm aki E, Ta n aka Y, Gr &efe U : As-
terobactin, a n ew side rophoregr otlp arltibiotic
fr o rn Noca T･dla a steroides. I Antibiot 55: 593-
597, 2002.
Du ring otlr COntinuing stlldie B O nbiologically
active co mpou ndsfrom clinic al is olates of No caT
･
-
dla 8PeCies, o ne azltitum or c o mpotlnd c alled a畠I
terobactin, w a sis olated fro m the m ycelial c ake
of a clinic ally i80lated No ca rdia asteT
･OidesIF M
O959strain . Str uctll r aleltlCidatio n slg geStedthat
a steroba ctin is a ne w sid6rOpho re gro up antibio-
tic. We r epo rt the pr oductio n,is olatio n, phy8ic o-
chemic al prope rtie s, 8trllCtural char acteristic s
a nd biologic al activity.
8) Myoken Y, Sugata T, Kyo T,Fijihar&M , M ikami
Y :Itr ac o n8.ZOle prophy18. mi fo rinv a siveg171gl Val
aspe rgilloBi8 in n e utrope nic patientB with ac ute
leukem ia . J Peri donto1 73:33-38, 2002.
9) Ts uda M , Endo T, M ikami Y, Fr o montJ, Koba-
ya昌hiJ: Luffariolide白 日 a nd I, ne w s e8te rter
-
pe ne sfr o m am arin e sponge LuNaT
Liella ･ J Nat
Pr od 65:1507-1 508, 200 2.
Tw o n e w8 e Sterte rpen OidB, 1uffa riolide 8 a(1)
a nd J(2), ha v ebeen is olated fr o m a nOkinaw a n
m arin e Spo nge LzLNa rlella sp. The str uctu re s of l
a nd 2 w e r e elucidated o n the basis of spectr o-
S copicdata .
10) Myoken Y , Sugata T, M ika mi Y : Infe ctio n du e
to n o n-A8Pergillu sfungi in im m u n o cmpro mised
patie nts re ceiving itr a c o n a zole . Clin Infect Di8
35: 494-495. 2002.
ll) MyokerlY, Sugat且 T, Kyo T, Fijiha r aM , Tam u r a
M , M i knmi Y: Pulm o n a ry a Bpergillos es . Clin ln -
fectDid 35:106-107, 2002.
12) Myoke nY,SugataT,Fujita Y, AnokuE.Fujihara
Y
,
M ika mi Y: Fatal n ecrotizing stoⅠnatitis due
to TT.ichoder m alo nglbT
.a Chlatum in a ne utropenic
pati8 nt With m aligna ntlym pho m a : a c asereport
lnt Or8.1 Maxillofac (S.up ple ment 31): 688
-691
,
2002.
13)､ Vilela M M S, Kam ei Iく, Sa D OA, T8.naka R, Un o
J, Takahashi I, Ito I, Y arit8 Ⅰく, M iya5i M: Pa-
thogenicity andvirule nce of Crandida dublinlen si
c o mparison with C. albic a ns. Mod Myco1 40:249-
257, 2002.
14) M iki T, Mina mi E, Bha ng L, M ori ta M , Gon oi T,
Shi11Chi T, Minoko shi Y, Re na ud J- M , Seino S:
A T P-8 en白itiv8 pota ssium chan nels participate in
gltlC OSe tlptake in skeletal m uscl◎ and adipose
tis6 ue. Am I P hy8io1 283: El178-1184,2002,
15) EobllChi T, Takahashi T, Nakam u r aT. Su 之uki M,
Min a n oto F, OyaizlJ N, Yaz a w aK , Mikami Y:
T he fir st is olation of Noc aT･dia TW U afro m an
HIV-Iinfe cted individllal iTIJapa n. J InfectChem -
other 8:358-360, 2002.
16)A kaoM , Eishika wa S, Ogihara I(, KllrOda K:
Ind11Ctio n of ttlm O rgrO Wth and llng n 匂ta Sta8is
by a CD N Aclo ned fr o m a n af18tO 血 B l 血d11Ced
rA triver can c e r cellline: Mycotoxin$ 52: 1-ll,
2002.
著書. 総説, 解醗
1) 篠田孝子 , 槙村浩 一 , 小栗豊子, 三上 嚢 , 久米
光, 松本忠鼠 望月･隆, 池田玲子, 森 軌 中島
弘 : 日本医真菌学会標準イヒ委員会報告 (1998-200
年). JprlI Med Myc o1 43: 107-123, 2002.
2) 矢沢勝鳳 三上 賓, 星野泰隆 , 渡連正治 : ノ *)レ
ジ ア の検査法と供覧 . 第13回日本臨稀教生物学会
｢ワ ー ク シ ョ ッ プ+: 62-69, 2002.
3) Ya m am oto 氏, M iyaji M , Moretti- Br a n chini M L,
SchreiberA Z, AokiFH, N ishim u ra K , TagllChi ti,
ya ma n aka A, Takada M , W ata n abe T, San o A,
Un oI, Ka meiE:, Ya z a w aK, Fukushim aK, Yoko -
ya m aE , Ta n aka 氏, Horie Y , Mika rli Y, Al kim n
AB, Ribeiro EO : Fu ngos Patogenicos Guia Pr点-
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tic ode Labo rat6rio . Projeto de Pesqllis a Clin ca
de Trena m e nto M 色dico da U NIC A M P, 2002.
学会発表
(国際学会)
シ ンポジウ ム
1) M ika mi Y:II Co ngr 8 白SOf Infe ctio llSDis e a白e 8 0f
the Sa.o Paulo So ciety for lnfectiolユSDis8 a SeS.
Op po rtu ni皇tic myc ose8; a gl a nt aw aking- M ole-
c1 ar epi由miolog yof Histoplaslna C aPS ulatu m ･
Pira cicaba, Sa oPaulo, Brazil, 2002.
2) M ika mi Y, Nishim u r aA :7th Nagas aki-Singapo r e
Symposilユm On Medical Scie n c e 昌-InfectiolS Dis-
eas e s a nd Eo 昌t lm mune Respon c e昌一 M ole cular
epide miolog yofim po rted m yc o8is in Japa n. Na-
ga s aki, 2002.
一 般発表
1) KatstIM, Ando A, M ikami Y, N ishim u r aIく:
M olect1a r ty pirlg Of CTy PtO C O C C u S n e OfoT7naT8S
var . gattii basedo nITSregion s eqtl e n C e S. 第 a回
日本菌学会国際 シ ン ポジ ウ ム (ポ ス タ ー 展示), 東京,
202.
2)Ita n oE N, Ka minami M S, 01iveir aNC,Ta chibana
BT, M arqlユe ZAS, Itano F H, Sa n oA, Uno a, M i-
kami Y: Wl101e B O m atic a ntigens v sglyc oprotein
fraction a ntibody respo n s e e xpe rim e ntally in -
fected mice. X X X ⅦM e eting of Brazilia nSociety
oflm 皿 ロnOlog y:134, 2002.
3).Chiban a E, M ageeBB, G rindle S, M agee P T:
Chro m o80 m al Orientation of the M ajo r Repe at
Sequ e n c e(M R S)in CTa n誠ida albiea n s, A S Mc on -
feT･e n CeS C:andlda a nd Ca ndidiass (6th), US A
Tam pa, 2002.
4) Tatiba na B T, Uno J, Sano A , Mika mi Y, Mi-
yaji M, NiBhimllra K, Ita rlOE N: Levels of a nti-
g p43IgG,IgG-g p43im mtlne C Omple x e s a ndsoluble
g p43of Par.a C O C Cid孟oldes bT･aSilien 8is in e xperi-
m e nta11y infected mice. V II En contro lnter n a-
tional sobre Pa r a c o c cidioido mico se, 25-28, Jun e,
2002, Pipen6polis, Gpoゑ与, Brazil, p72, 2002･
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(国内学会).
シ ン ポジウ ム
1) 知花博治, 三上 襲 : α m dida albica n sに お け る ゲ
ノ ム シ ー ク エ ン ス デ ー タ の評価 , 第46回日本医真南
学会穂会, 真菌誌 43(増刊2号): p54, 東京, 2002.
セ ミ ナ･ -
1) ラ ン チ ョ ン セ ミ ナ ー 2 . 真菌症 ヘ の新た なる挑戦 .
三上 嚢 : Candida dublin en sis の 日本 に おける疫
学. 第46回日本医真歯学会総会 , プ ロ グ ラ ム ･ 抄録
集 : p22, 東京, 2002.
一 般発表
1) 小松 一 重, 東森英幸, 三上 襲 , 小林淳 一 : 海洋生
物 より分離 した実薗由来新規 ペ プ チ ド Dictyo n a-
mi de A お よぴBの構造 . E]本化学金策80秋季年会,
201.
2) 葛西 優, 小松 - 壁, 繋森英幸, 三上 嚢, 小林淳
- : 海洋由来Cladospo riu Tn属真菌より単離し た12
具環 マ ク ロ リ ド Sporiolide A およびB の 構造. 日
本薬学会北海道支部第117回例会, 2001.
3) 山路奈保子, 蛤岡 茂, 松森信明, 村田道夫 , 三 上
嚢 : ア ン フ ォ テ リ シ ソ B 二畳体の生物活性とイ オ
ン チ ャ ネ ル形成. 日本化学会算81回春期年会, 2002.
4) 矢沢勝清, 三上 嚢, 渡遠正治 : ノ カ ル ジ ア の検査
法と供覧 . 第13回日本臨沫微生物学会絶会, プ ロ グ
ラ ム ･ 抄録集 : p88, 東京, 2002.
5) 星野泰隆, 矢沢勝清, 三上 袈 : 病原性放線菌 〃o-
caT.dia の生産 する新規シ デ ロ フ ォ ア Asteroba ctin
に つ い て . 第75回日本細菌学会総会, 日本細菌学会
雑誌, 57: p263, 東京, 2002.
6) 星野泰隆 , 根本 明, 田中泰至 , 矢沢勝清 , 三 上
嚢, U do Graefe :No caT･dia aste r oides の 生産す る
新規 シ デ ロ フ ォ ア A畠terObactin に つ い て . 2002年
度日本放線菌学会大会 , 講演要旨集 : p59, 2002,
7) 影山亜紀子, 矢滞勝清, 三上 袈, 西村和子 : 臨沫
分離 No cardia株 の16SrD N A遺伝子解析に 基づ く
分類. 第46回日本医真蘭学会総会, 真菌誌 43 ( 増
刊2号): p93, 東京, 2002.
8) 佐藤洋子, 永田松夫, 影LLl亜紀子 , 勝 正和 , 矢沢
腰帯, 亀井克彦, 三上 襲 , 西村和子 : 本邦初 の
No cardia pseudobr a suie n sLs 感染例 ; 第 7 回千葉
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真菌症研究学術講演会, p3, 干魚 2002.
9) 星野義隆, SllerifM . Zald, 矢沢勝清, 三上 襲 :
ChT3JS O SPOriu mqu e e n sla ndic u mIF M 51121抹の 生
産する新規化合物に つ い て . 第46回日本医兵菌学会
総会, 真菌誌 43(増刊2号): plO4, 東京 , 2002.
10) 明見能成, 菅田辰嵐 勝 正机 三上 襲 : 侵襲性
ア ス ペ ル ギ ル ス 口 内炎の臨床的解析 . 第46回日本医
呉菌学会総会, 真菌誌 43(増刊2号): pl12, 東京,
2002.
ll) 前田丸象 佐藤俊8t, 大原 学, 森 志朗, 森 康
5E, 赤坂俊英, 黒田牧子, 三上 袈 : 皮膚筋炎患者
. に生 じた皮膚ノ カ ル ジ ア症 の
一 例. 算46回El本医兵
蘭学会総会 兵菌誌 43(増刊2号) : plO5, 東京 ,
2002.
12) 勝 正和, 知花博治, 三上 窯 : 病原真菌 Crypto-
coc cu s n e of r m ans の IT S髄域の塩基配列に基づく
タイ ピ ン グ . 第46回 日本医真菌学会鍵会, 真菌誌
43(増刊2号): p97, 東京, 2002▲
13) 勝 正和, 三上 象 西村和子 : CTツptOCOC Cu S n e O-
fo r m a ns variety ga 出i株 の地域分布とそ の遺伝子
の 多様%. Myc o s e畠 Fo ru rn｢ 深在性真菌症-Evi-
de n ce Based M edicine を 目緒し て+ 策8Bl学術集
会, 東京国際 フ ォ ー ラ ム : p15, 東京 , 2002.
14) 明見能鼠 三上 袈 : ア ス ペ ル ギ ル ス に よる侵連性
口内炎 - 確定診断し得 た12症例の 臨床的解析- .
Myc o畠e SFor u m ｢ 深在性真菌症 - Eviden c eBa sed
Medicin eを目指し て+ 第3回学術集会 , 東京国際
フ ォ ー ラ ム , p30, 東京, 2002,
15) 鎗田響子, 宇野 潤 , 佐野文子, 宮治 乱 三 上
嚢 : 肺 に特異的に親和性を持 つ CTry pto c o cc u s neo-
fo r m a ns 南棟の性状に つ い て . 第46回目本医真菌学
会総会, 真菌誌 43(増刊2号): p98, 東泉 2002.
16) 宇野 潤, 佐野文子, 鎗田響子 , 宮治 誠, エ イ コ
ナ カ ガ ワイ タノ , 三上 嚢 : プ ロ テ ア ー ゼ 阻害剤の
抗真菌作用に つ い て . 第46回E]本医其菌学会練会 ,
真菌誌 43(増刊2号): p98, 東京 , 2002.
17) 墳倉正明, 五ノ井透 , 三木 隆, 清野 進 : イ ン ク
レ テ ン分泌に おける K A T Pチ ャ ネ ル の役割 : C CIく
分泌細胞を用い た検討 . 第45回目本糖尿病学会年次
学術集会, 糖尿病 45: S-24 5, 東泉 2002.
18) 知花博治, 岡 奈緒, 三上 嚢 : 病原性真菌 Can -
dida albLc a nsに お けるゲ ノ ム シ ー ク エ ン ス コ ン テ
ウ イ グの 染色体マ ッ ピ ン グ, 茅25回El本分子生物学
会年会, 藩演要旨集 : p700, 横浜, 20P2.
19) 平賀壮太, 小野木利成, 足立 隼. Kohiyam a M :
大腸菌染色体D N Aの複軌 ･ 分配に おける動態 . 罪
25回日本分子生物学会年会, 溝演要旨集 : p477, 横
顔 , 2002.
20) 上田八千代, 佐野文子, 田村美食, 猪股智夫 , 池田
輝男, 木内昭男, 鷲巣月美, 亀井克彦, 横山新治,
岸 フ ク子 , 伊藤純子 , 三上 菓, 宮治 誠 , 西村
和子 : イ ヌ の ヒ ス トプ ラ ス マ 症の辻伝予診断. 日本
獣医臨床病理学会2002年大会 , 抄録集 : p51, 東京 ,
2002.
国際交流活動
1) 三上は平成14年3月13 E‡から22日ま で, エ ジ プ ト政
府の招碑で エ ･i?プ ト国 の Ain Sha m s大学を訪問し ,
高分子活性分野で 2年間 Ph D取得の ため に研究を
行 っ て帰国した同大学の微生物学部のSberif Moha -
m edZaki帝師の学位審査会に 出席した .
2) 平成14年2月28日, 三上は行政院衛生署予疾病管制
局を陳豪勇博士との共同研究の打ち合わせ の ために
訪問した . 三上は, ブ ラ ジ ル の サ ン バ ウ■ロ 州 の感染
症学会の 招待で , Campin a s大学 の M a ria Ltliza M
Bra nchini教授の組織した シ ン ポ ジ ウ ム に 参加 して
病原真蘭の分子疫学的な研究成果に つ い て許漬した,
3) エ ジ プ ト国の ア イ ン シ ャ ム 大学微生物学部 の Sherif
Moha m edZaki講師が共同研究や研究打ち合わせ
の ため, 平成14年の4月19日から29 日まで 来日した.
また , タ イEgの国立衛生研 究所の 真菌部門の Na n-
tha wa nMekha 研究旦 (3月17 日124日) お よ び
Nattee w a nPoon wan 主任研究員 (12月 2日-9 日)
が共同研究の打ち合わせ の ため来日した .
4) タイ衛生研究所医科学局の So mso ng Rug po a局長
の出席の もと に12月 9日 に部局間交流協定の調印式
が セ ン タ ー で 行われた.
5) 宇野は平成14年10月4日から10月18日まで , ブ ラ ジ
ル パ ラ ナ州立 ロ ン ド リ ー ナ 大学 へ Pa T･aC OCCidloides
bT.a S£lieTWi8 の免疫と薬剤感受性試験の共同研究 の
打ち合わせ の ため出張した .
6) 知花は平成14年1月18 日か ら1月20 日まで , Cbndida
albicans ゲノ ム マ ッ ピ ン グの 共同研究打ち合わせ の
た め ア メ リ カ合衆国ミネ ソ タ大学 へ 出張した .
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国贋共同研究
1) ドイ ツイ エ ー ナ 大学 U. Graef色数授 :微生物の 二次
代謝産物に構造解析研究 .
2) 南ア フ リ カ ウイ ッ ト ウ オ 夕 - ス 大学E. R . Dabbs 教
授 :病原性放線菌の薬剤耐性遺伝子に関する研究 .
3) タイ国立衛生研究所 N. Poo n w a n主任研究員 : 宿
原真商および放線菌の分構学的研究.
4) 台湾行政院衛生署疾病感染局部長 陳 豪勇博士 :
病原真菌株の 収集と保存に関する研究 .
5) エ ジ プ･ト アイ.
ン シ ャ ム 大学微生物学部 A･ E a ram
El-Din 教授, S. M . Zaki講師 : 病原真菌の 分子疫
学的研究 .
6) オ ー ス ト ラ リ ア シ ド ニ ー 大学分子真菌実験室 : Wie-
1and Meye r博士 : Cry pto c o c c us neofor ma n sの 遺
伝子解析研究 .
7) ア メ リカ合衆国ミネ ソ タ大学P T Magee 教授 : Ca n-
dida albic ans の ゲ ノ ム 解析.
8) ブ ラ ジ ル 国 ロ ン ドリ ー ナ 大学 Ita n oA . N . 教授 :
paT･a C OCCidiouesbra silLen s由 の免疫と薬剤感受性
試験 の研究.
共同利用研究 (国内)
1) 石川 淳 ･ 国立感染症研究所室長 : Noc aT･dia の ゲ
ノ ム 解析 .
2) 小林淳 一 ･ 北海道大学大学院薬学研究科教授 : 微生
物の 二次代謝産物の構造および活性に関する研究.
3) 原田健 一 ･ 名城大学薬学部教授 : Actin o m adura 属
放線菌の分類とそ の代謝産物に関する研免
4) 安藤昭 一 ･ 千葉大学大学院白紙科学研究科教授 :柄
原微生物の生産する代謝産物に 関する研究.
5) 百瀬弥寿徳 ･ 東邦大学薬学部教授 : ポ リ エ ソ 抗生物
質と ス テ ロ ー ル 複合休の副作用軽減 に関する研究.
普及活動
1) 知花博治, 三上 蓑 : 病原性真蘭カ ン ジグ ･ ア ル ビ
カ ン ス におけるゲノ ム解析 - ゲノ ム創薬をめざして - ,
千葉大学 オ ー プ ン リ サ ー チ , 2002.
科学研究糞′ 助成金
1) 三上 襲 (代表): 新規なイ ン ト ロ ン を持つ Ca ndida
albic a TLS の 発見とそ の薬剤感受性. 平成14年度科学
研究費繍助金 基盤研究 (C) ( 課題番号14 570231)
200万円 .
2) 三上 襲 (分担): 病原真菌放線菌を遺伝資源と し
た医薬の開発. 平成14年産科学技術振興調整費 ｢ 病
原真菌放線菌の達伝資源の 国際的拠点形成の ため の
基盤毛傭 (代表者: 西村和子) (分担補助金)25,745
千円.
3) 三上 襲 (分担): マ レ ー 域海洋生物 由来ア ル カ ロ
イ ドを シ ー ズとする新規制療剤の開発を指向した創
東研究 . 平成14年産科学研究費繍助金 基盤研究
(B) (代表者: 明治薬科大学 久保陽徳) ( 分担補
助金)50万円.
4) 三上 嚢 ( 分担): 平成14年産科学研党費補助金
基盤研究 (C) (1) ( 代表: 岡山大学大学院自然科
学研究科 篠田純男).
5) 知花博治 (代表):｢誘導型ア ン チ セ ン ス R N Aに よ
る カ ン ジ グ酵母の フ ユ ノ ム プ ロ ジ ェ ク ト+ 平成14年
産科学研究費補助金 (特定領域研究)580万円.
6) 五ノ 井透 (代表):｢ヒ ト脳 の cD N A がコ ー ド す る
蛋白質の 未同定機能の解析+ 株式会社 プ ロ テイ ン ･
エ ク ス プ レ ス 平成13- 14年度研究助成金 (財団法
人かずさ D NA研究所との 共同研究), 200万円.
7) 矢沢勝清 (代表):誼伝子資源として の病原性放線
菌の 同定と保存 . 平成14年産科学研究補助金 奨励
研究 (研究課題番号14922064)21万円.
8) 三上 垂 (分担): 文部科学省 ナ シ ヲ ナ ル バ イ オリ
ソ ー ス プ ロ ジ ェ ク ト ー 病原微生物 (代表者: 西村和
子).
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